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【S9】 モニタ情報

モニタの人物像

モニタの生活者像

属性グループ

○

映画との関わり方 短編映画との関与

短編映画の観賞頻度

短編映画祭のイメージ

SSF参加経験 きっかけ

他の短編映画祭の参加 短編映画祭名

長編映画との関与

映画館 レンタル DVD購入 TV（録画含む） ネット

TVCM・ポスター 雑誌・情報誌 映画の予告編 友人情報 ネット

好みのジャンル

好みの作風・嗜好性

観賞の事前情報

観賞のスタイル

観賞のこだわり

短編と長編の比較

なかなか映画館には観に行けない。買ったDVDを繰り返し見る。買うDVDを選ぶ基準は、ディズニー、ジブリの新作。

短編は一体どこでストーリーが終わっていくのかわからなかった。

参加経験無し

参加経験無し

G3：　短編映画祭には参加したことがないが、短編映画に興味・関心があるので、機会があれば参加してみたい

G1：　もともと短編映画に興味・関心があり、近年開催された映画祭に参加したことがある

G2：　短編映画に興味・関心がなかったが、短編映画祭に行ってみてから好きになった

－

昔からみていたわけではない。ドラエモンくらい。大学生になって友人と映画を観に行き、影響された。

G4：　短編映画に興味・関心はないが、イベント全般への参加意欲がある

G5：　短編映画に興味・関心がなく、イベント全般への興味も薄い

『中高生の数学を担当。バスケの顧問もしている。時間はあればあるだけ仕事してしまうので、強引に切り上げて何かするきっかけが必要。新し
い職場にきたばっかりなので、最初は手探り。一年の流れのペースが把握できたら楽になる。子供が数学が楽しいと思ってくれるとうれしい。子
供が自分からやってみようと思ってくれるといい。卒業生が顔をみせてくれるとうれしい』

－

若い人がつくっている。今後世界に羽ばたく人を見つけるためのもの。

－

日本人の絵本を描いている人ですごく有名になった（大きな賞を獲ったらしい）ので、気になった。おもしろそうだなと思
うが、どうやって見られるのかがわからない。

無

長編映画の情報収集

長編映画の観賞歴

短編映画の観賞歴

長編映画の観賞頻度

長編映画の観賞手段

読んだ本が映画化されたら観る。ディズニー、ジブリ作品。邦画は見ない。戦争モノ、戦いものは好きではない。アドベンチャーならまだいい。ア
ニメーションやほんわかしたものの方がいい。かわいいものが好き。コメディ系も楽しめた。

スローペースすぎると楽しめない。次の展開がワクワクするものの方がいい。ストーリーが読めると退屈する。自分の予想が当たっても外れても
いい。物語として、しっかり把握できるのであればいいが、よくわからないままどんどん進んでいくのは好きではない。

長編だとストーリーの流れや結末をだいたい把握していながら観に行く。

客観視は全くない。感情移入するほうが多い。ストーリーとしては、考えさせられるものよりは、明快なものの方が良い。

映像のつくりがチープでも楽しめる。技術よりもキャラクターが好みかどうかが気になる。

短編映画のイメージ

『学生の頃から輸入車が好き。シトロエンC3に乗っている。洗車、メンテナンス、ETCの取付けも自分でする。体を動かすのが好きで、スポーツク
ラブ、プール、エアロビなどもやっていた。友人から影響を受けたのはミニカー収集。昔はキャラクターグッズを集めていたが、年齢とともにやめ
た。興味がないものに誘われても、嫌いであればお断り。興味があればやってみる。東京ディズニーランドは並びすぎなのでイヤ』

【S9】 評価

参加前の期待感

参加後の満足度

参加前後の印象の変化

今後の参加意向

【S9】 関与

観賞プログラムの 観賞希望プログラム I-B I-C I-D I-E I-F

選択方法 F-B F-C N-A N-B

CHILDREN 子供ワークショップ メディア芸術祭

California プレミアム Award プレミアムA Award プレミアムB

選択理由

参考情報

調査対象 観賞日時

プログラム 観賞プログラム CHILDREN

購入チケット 種類

入手経路

当日の 鑑賞前 － 内容・目的

情報収集・行動 鑑賞中 － 内容・目的

鑑賞後 チラシ入手 内容・目的

調査以外の観賞行動

その他

－

Fuiffyのチラシ、絵がかわいかった。

－

ショートフェスト自体に参加するのは初めてなので、どういうものかという楽しみがあるので。でも、一編一編の詳しい中
身については良くわからないので、期待度がとても高いという訳ではありません。

それぞれのフィルムの長さが異なり、フィルムの切り替えがわからないところもありましたが、思っていた以上に楽しめ
る内容でした。笑える所もあり、おもしろかったです。他のプログラムでもChildrenの時のように、タイトルが入っていると
わかりやすいと思いました。

手段

手段

手段

－

－

6　/10点満点

7　/10点満点

期待していたよりも面白かった。普通の映画館の入り口よりも、映画祭みたく敷居が高いイメージがしたが、普通の映画館でよかった。下にスー
パーあるんだ～。初めて行ったので、行ってみてホッとした。短編映画は決まった時間枠があるのかと思ったら、全部ばらばらでびっくりした。映
画の切り替えのタイミングになれるまでちょっと時間がかかった。見方がわかるまで3作品くらいかかった。

I-A

F-A

北海道セレクション

Asianタイフーン

「CHILDREN」は、ぱっと見で期待しながら選んだ。「ヤンスガンス」が、どんなものか気になった。「まくまくんのかいがいりょこう」は、宇多田ヒカ
ルのプロモーションにも出ているので気になった。

文字よりは、写真などのパっと見で判断した。写真を見たあとに文章を読んだ。パルコの前でプログラムをもらう前、チケットの料金システムと時
間割をWebで調べた。あと時間割も見た。作品の予習は全くなし。当日まで楽しみにした。

2009年10月17日（土）　10:00～11:30　12:00～13:30

北海道セレクション

1プログラム券

当日、東宝プラザにて購入。

(a) モニター属性 (b) 短編映画祭への評価と関与 
良い 時刻 悪い 時刻 その他 時刻 抽出シーン 時刻

Did the High School
Students Obstruct People
from getting on the Train?
高校生は乗車を妨げたのか

△

職業柄いろいろと気になるところ
があった。「高校生がだらしない」
と言われているところがあり、
やっぱりしょうがないのかな、残
念だななど感じた。

電車の中身を図で説
明しているシーン。

10:04:46

Can you see the earth with
clear eyes?
あなたの目に地球は映って
いますか

×
短すぎた。いつ本編が始めるの
かと思っていたら終わってしまっ
た。印象的なシーンは特にない。

札幌の市電に乗って
いるシーン。

10:17:07

男性、女性、おじいさ
んがしゃべっている
シーン。

10:22:30

強盗が入ってきたと
きの小さな男の子の
ジェスチャー。

10:29:06

お母さんのボケ。
10:30:55など
随所

hero
ヒーロー ○

いつ始まるんだろうと思っていた
ら終わった。自分が見失った部
分もある。子供が浮き輪を投げ
たシーンは心があったまった。浮
き輪を投げるとは予想できな
かった。

子供が浮き輪を投げ
たシーン。

10:33:06

Sayonara Hashima
サヨナラ　ハシマ ×

壊れている建物のシーンやバト
ルロワイヤルなど、いいイメージ
ではない。好きではないものが
出てきた。

最初の人文字が、何
が始まるのか不思議
だった。

10:35:32

警察がでてきて、正
座するところ。

11:05:50

いけられている花が
コレ？

11:08:30

危ない状況でシリア
スな展開になる。

11:09:25

最後の展開、二人が
でていくところ。

11:12:10

10:26:00
　　～
10:27:00

エンディングのクレ
ジットが流れて，次の
『KUROMAME
HAPPY LAND』が始
まるまで．

11:13:00
　　～
11:14:00

エンディングのクレ
ジットが流れている．

Life on the Line
ライフ・オン・ザ・ライン

作品がよくわからなくて、寝てし
まった。結局、何が言いたかった
のかわからなかった。

KUROMAME HAPPY LAND
クロマメ ハッピーランド

すごいおもしろかった。配布DVD
も貰い、帰って観た。男の子の頭
がスライムみたいなのが気に
なった。

×

◎

Nage-ire :essence of
Japanese spirit
ナゲイレ

くだらなくて好き。展開がすごくお
もしろかった。予想外だった。ぜ
ひ続きをみたい。

◎

評価 コメントコンテンツ名
心拍変動ポイントのシーン印象的なシーン

 

良い 時刻 悪い 時刻 その他 時刻 抽出シーン 時刻

水を一滴的たらして、それでブラ
ンコがしゅるしゅる延びるシーン。

12:01:56

子供の書いた絵が、話として子供
の世界に落ちていく。

12:02:43

A drop in the ocean
シズクくんのぼうけん △

期待したほどではなかった。粘土細工がもうちょっとき
れいだとよかった。シズクくんの表情や眉毛のうごきま
でが好みではなかった。

ラッパで吸い込まれた
シーン。

12:05:30

Humming Bird
はちどりのちょうせん △

きれいなアニメーションではじまり、いいストーリーで終
わるという期待があったが、結局エコに対する呼びか
けのストーリーで終わってしまった。ハチドリのアニメー
ションをもうちょっと楽しみたかった。作品としては、良く
も悪くもない。CMみたい。こういうジャンルも短編映画
にはいるんだ～と思った。

ハチドリががんばっているところ。 12:07:20

CURIOUS TODD AND THE
MYSTERY DREAM
トッドのふしぎなユメ

○
がんばっている一生懸命さがおもしろかった。掃除機
で吸ったところが一番おもしろかった。全体的にも面白
かった。

掃除機で吸ったところ。
12:12:55
　　～
12:13:23

Sea and life
うみといのち（うらしまたろう
ものがたり）

◎
子供のナレーションや絵が完璧じゃないところが良
かった。素が見えてよかった。関西の言葉なのでおも
しろかった。

最初のスタッフロール。 12:26:24

ラストシーン。 12:35:38

Me and my Monster
わたしのおばけ △

思っていたよりはイマイチ。最後のしめかたはおもしろ
かった。この作者の人が来ていて、アピールがあった
ので観てやろうと思ったのに残念。

イヌがモンスターを食べちゃった
ところ。

12:39:17
モンスターと女の子の
関わりが曖昧だった。

12:39:14
　　～
12:39:22

Makuma's foreign journey
まくまくんのかいがいりょこう ◎

NHKで出ていることは知っていたが、全然知らなかっ
た。心が温かくなるような印象。好きな作品。ナレー
ションもいいこと言ってる。自分の中に得るものがあっ
た。展開がよかった。

まくまくんが悲しい思いをしたが、
最後連れて行ってもらえたシー
ン。

12:46:32

Jiro and Miu
ジローとミウ ×

あまり憶えていない。途中から次の作品くらいまで寝て
いた。最初見ていて、ワクワク感がなかった。まくまくん
が良かったので、この作品が淡々とすすんでいき、退
屈だった。自分の知っているような話の流れにもなって
しまい、楽しめなかった。

いろいろ絵を描いてい
るところ。

12:53:13

ジローが蝶々の羽をつけて屋
根から飛んでみるが失敗．次
にミウが持ってきた「How to
Fly」の本を見て，ジローは飛
行機の絵を描き始める．

12:52:30
　　～
12:53:30

ハリガネを解くシーン。 13:03:16

オルゴールのシーン。 13:04:33

「肉くいて～」 13:09:59

スピードがあって、おならでやっ
つけるシーン。

13:10:48

ペンギンを送り届けて少年が船に
のるが、氷河を挟んでペンギンと
すれ違う場面。

13:31:43

ラストシーン。 13:33:48

◎

評価 コメントコンテンツ名
心拍変動ポイントのシーン印象的なシーン

Nicolas & Guillemette
ニコラスとギュメット

色の使いかたや、文字がグチャっと壊れているところ
が面白かった。作品の出だしは寝ていたので、全体の
ストーリーの流れがわからなかった。スタッフロールが
一番印象的。仕事の中で映像をつくることもあるので、
参考にできたらいいなと思った。最後にまで手を抜か
ずに面白いのは好き。

○
13:06:30
　　～
13:07:00

エンディングのクレジットが流
れている．

YANS! GANS!
ヤンス! ガンス!

音が大きくて、イメージとは違ったが楽しめた。いい意
味で期待を裏切られた。元気玉を集めているような
シーンがドラゴンボールと被った。

LOST AND FOUND
まいごのペンギン

最後には結局帰ってきたのが、暖かくなる作品だっ
た。ラストシーンも感動した。合いたかったので心あた
たまった。

◎

◎

JOSUE E O PE DE
MACAXEIRA
ホセのふしぎなぼうけん

ジャックと豆の木みたい。けっこう面白かった。絵のセ
ンスがよかった。ストーリーとしては、最後のサツマイ
モのオチがよかった。最後までわからなかった。

◎

言葉がないので、自分で解釈できるのが面白かった。
THE CHILDREN'S TREE
こどもの木

 

(c) 鑑賞プログラムの評価（北海道セレクショ

ン） 

(d) 鑑賞プログラムの評価 （CHILDREN） 

 

(e) マインドシェア (f) 生活スタイル 

図 2.1.2-5 フェイスシートの例 

 

ⅳ）フェイスシートの作成：インタビュー結果を整理し、一人一人のモニターを、以下に説明す

る 5枚のフェイスシートにて表現した（図 2.1.2-5）。 

1）モニター属性：エリートモニター選考の過程や、回顧インタビューで確認した映画に関する

好みなどの情報と、映画とは関係の無い普段の生活などの情報を記載する。“モニターの人物像”

及び“モニターの生活者像”は、映画との関わりだけでなく、モニターの人物像を推定するた

めのものである。 

2）短編映画祭への評価と関与：映画祭中や、回顧インタビューで確認した、映画祭前・映画祭

中の関わりについての情報を記載する。 

3）鑑賞プログラムの評価：各プログラムの評価と、印象に残っているシーンについて記載する。

これは、モニターの好みの傾向などを探るための情報であり、回顧インタビューで確認した。 
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4）マインドシェア：モニターの心の中を占めている要素と割合を記載する。2回目の回顧イン

タビュー時に、趣味など、自分の好きなものをモニターに持参してもらい、確認をした。本デ

ータは、映画との関わりだけでなく、人物像を推定するためのものである。 

5）生活スタイル：平日と休日の典型的な一日の過ごし方を記載する。生活スタイルは、2回目

の回顧インタビュー時に、アンケート形式で確認をした。本データは、映画との関わりだけで

なく、人物像を推定するためのものである。 

 

ⅴ）エリートモニターの分類：回顧インタビューの結果を整理し、映画祭参加者を図 2.1.2-6

に示す変数により分類することにした。 

 

分類 項目 内容 

鑑
賞
ス
タ
イ
ル 

① 主体的（感情移入）/客体的（評論

視点）に鑑賞するか 

映画を見るとき、感情移入するか、そうでは

ないか 

② ストーリーを重視するか 映画を見るとき、ストーリーを重視するほう

か、そうではないか 

③ 短編映画と長編映画の違い 短編映画と長編映画、どちらも楽しめるかど

うか 

④ 長編映画を見る頻度 一年間に見る長編映画の平均本数はどれく

らいか 

⑤ 映画館に行くか、自宅で鑑賞する

か 

普段映画を見るとき、映画館に行くほうか、

自宅で鑑賞するほうか 

映
画
祭
の
評
価
関
与 

⑥ 事前の情報収集の有無 SSF2009 に参加する際、事前に情報収集はし

たか 

⑦ 映画祭の参加経験 SSF2009 以前に、映画祭に参加したことがあ

るか 

⑧ リピートの意思 次回以降の SSF に参加したいと思うかどう

か 

⑨ 期待度と満足度の差 SSF2009 参加前の期待度と、参加後の満足度

(いずれも点数評価)に差があったか 

⑩ 追調査の有無 SSF2009 参加後に、SSF に関する情報収集を

したか 

図 2.1.2-6 エリートモニターの分類に用いた変数 

 

 各項目に対する回答内容を数量化Ⅲ類で処理し、その結果をクラスター分析したところ、15

名のエリートモニターは 3 つのグループに分かれることがわかった。以下に、各グループの特

徴を記す： 

①グループ A（4名）：鑑賞スタイル固定型～映画の楽しみ方・好みが決まっている 

 このグループの特徴は、全員が映画祭初参加であること、また、映画の見方として、「主観」

か「客観」かが極端に分かれ、映画の種類によって見方を変えることができないことである。

他の 2グループに比べ、好きな映画のジャンルが少ない。ストーリー性を重視する傾向があり、

作品に対して「起承転結」を強く求める。映画館に行くより、家で TV 放送のものや、DVD を見

ることが多く、普段、1人で行動するタイプの人が多い。SSF に対しては、短編映画は、自分の

好みのもの、いいものを見たいと思う気持ちがあり、パッケージされたプログラムではなく、

自分で見たい作品を選択したいという意見が出た。また、SSF に対しては、参加前の期待度に

比べ、満足度が低くなる傾向があった。「やっぱり短編映画より長編映画の方がいい」「多分来

年もあまり変わらないだろう…」など考え、次回以降の参加意欲は低い。 
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②グループ B（4 名）：鑑賞スタイルニュートラル型～映画に関する知識が少なく、これから学

習していく 

 このグループの特徴は、全員が映画祭初参加、映画全般の鑑賞本数が多くない、趣味のサー

クル活動など、広いコミュニティを持つモニターが多いということであった。SSF に対しては、

SSF に関するブログを見たり、作品情報を調べたりなど、事後に情報収集をしたモニターが多

い。また、SNS で感想を書いたり、SSF のことを仲間内の話題に挙げるなどもしていた。SSF に

対しては、参加前の期待度より、満足度の方が高かった。今回、SSF に参加したことで「短編

映画はこのように見ればいいのか」と学習している様子が見られた。「時間が合えば、次も参加

するかも」と、映画祭より、仕事や家族の都合などを優先する傾向がある。 

 

③グループ C（７名）：鑑賞スタイル臨機応変型～作品に合わせての楽しみ方を持っている 

 このグループの特徴は、７名中 5 名が映画祭の参加経験を持つ。映画は映画館、自宅、どち

らでも見る。そして、家族や友人など、親しい人と少人数で行動することが多い。つまらない

と思う作品があっても「短編映画はこういうものだから」と、受け入れることができる。また、

音楽を鑑賞することが好きな人が多い。SSF に対しては、SSF のサイトで１分クリップを見たり、

作品情報を google で調べたりなど、事前に情報収集をしたモニターが多い。全員、今後の SSF

に対して期待をしており、次回以降の参加意欲が高い。事前の期待度より、満足度が低かった

モニターでも、「次回に期待する」「自分が見ていないプログラムはよかったのかも」と、SSF

に対する印象が悪化するようなことはなかった。 

 

ⅵ）グループの傾向 

①ストーリー性の無い作品は評価が分かれる 

 短編映画には、作品に込められたメッセージはあるものの、ストーリーが読み取りにくい作

品、ストーリーが無い作品がある。グループ Bやグループ Cの人は、ストーリー性が無くても、

受け入れることができる傾向がある。特にグループ C には、ストーリーだけではなく、作品の

“映像の美しさ”などからも満足感を得られる傾向があるなど、ストーリーのみに偏らない柔

軟な鑑賞ができる人がいる。しかし、グループ A の人は、作品に対して起承転結を強く求める

傾向があるため、ストーリー性の無い作品に対しては評価が低い。 

 

②各作品に関する公開情報が充実すれば満足度を向上できる可能性がある 

 短編映画は、作品内容や、制作者の情報が一般に知られていないことが多い。長編映画の場

合、TV（コマーシャル、番組での紹介）や、雑誌、Web サイト（作品のオフィシャルサイト、

クチコミ等）など様々なメディアからの情報を受け取ることができる。そのため、映画館など

で作品を鑑賞する場合は、それらの情報の中から自分の好みのものを選択したうえで鑑賞する

ことができるため、結果的に作品が好みではないものであっても、不満感は低いと考えられる。

一方、短編映画の場合、映画祭の作品情報は、Web サイトやパンフレットから情報を得ること

ができるが、作品毎の情報量は少ない。長編映画のように、様々な情報の中から自分の好みの

ものを選択することができないため、好みでは無いものを鑑賞することになった場合に、不満

感が高くなると考えられる。特に、短編映画祭では、複数の作品が 1 つのプログラムにまとめ

られるため、映画の見方に偏りのあるグループ A の人などは好みでは無いものを鑑賞すること

になった場合に、 不満感が高くなりやすいと考えられる。 

 

（2）札幌ショートフィルムフェスティバル調査における生体計測実験 

①概要 

短編映画祭に訪れる観客の満足度は、観客が次回も参加するかどうかを決める上で重要である

が、その全体的な満足度は、上映されるフィルム（作品）の満足度に大きく依存していると考え
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られる。観客は、登場人物に共感したり映像の美しさに感動したりするなど、フィルム鑑賞中に

様々な感情状態を体験しており、鑑賞中の心理の変化を把握することは、観客がどういった基準

で満足度を評価しているかを知るためにも重要であるといえる。 

一方、映画祭に訪れる観客には、フィルムにスリルや興奮を求めている人もいれば、ユーモア

や癒しといったリラックスを促す内容を好む人もいる。さらに、登場人物に感情移入して鑑賞す

る人もいれば、映像の美しさや俳優の配役といった制作的側面に注目して評論家的に見る人もい

る。このように、映画の嗜好や映画の見方だけでなく鑑賞の頻度や場所も含め、それぞれが独自

の楽しみ方、すなわち鑑賞スタイルを持っていると考えられる。前項で述べた調査の結果により、

短編映画を鑑賞する観客の鑑賞スタイルは、固定型／ニュートラル型／臨機応変型の 3 つに分類

されることが明らかとなった。鑑賞スタイルが異なれば、同じ映画を見ていても、映画の満足度

や鑑賞中の心理状態の変化は異なったものとなることが予想される。 

鑑賞中の観客に対してアンケート法やインタビュー法を実施し、心理の変化を回答してもらう

ことは、鑑賞を妨げることになり適切な方法とはいえない。そこで、本調査ではフィルム鑑賞中

の心理状態の指標として心拍数を用いることとした。この方法は、人間の心理状態が自律神経系

に強い影響を与えること、その自律神経系の活動状態は心拍数などの生理信号の変動パターンに

反映されること（参考文献 2.1.2.2-1）を利用したものである。吉野らは、心拍数を用いて大規模

集客型のスポーツエンターテイメントにおける観客の満足度を自動評価する手法を提案している

（参考文献 2.1.2.2-2, 2.1.2.2-3）。そして、異なる鑑賞スタイルを持つ短編映画祭の観客を対象

にフィルム鑑賞中の心拍数の計測を行ない、フィルムの満足度と鑑賞中の心拍変動との関係が観

客のタイプによってどのように異なるかを明らかにすることを目指して、本調査を実施した。 

 

(a) 

 

 

(b) 

 

※図中の縦線（｜）はプログラ

ム 

 の開始時刻と終了時刻を示

し、 

 破線（￤）は各フィルムの開

始 

 時刻を示す。 

 

図 2.1.2-7  (a) 瞬時心拍数の時間推移例。 (b) 3 軸合成身体加速（活動）度の時間推移例。 

 

②調査の手順 

健常な被験者 15 名（男性 6名、女性 9名、年齢：21～56 歳）が実験に参加した。選定過程は前

項に述べた。被験者は 2009 年 10 月 15 日から 18 日までの間のうち 1日実験に参加し、連続する 2

プログラム（1 プログラム当たり 3～12 フィルム、約 90 分）を鑑賞した。映画のプログラムは被

験者が希望するものの中から選択された。実験は産業技術総合研究所人間工学実験倫理委員会の

承認のもと行なった。全ての被験者から実験参加前にインフォームド・コンセントを得た。映画

鑑賞中の瞬時心拍数（心電図波形から導出）の変動、3 軸身体加速（活動）度、視点カメラ映像、

追跡カメラ映像（映画鑑賞前後の行動を被験者の後方より撮影）を計測および記録した。図 2.1.2- 

7(a)と(b)にそれぞれ、ある被験者の鑑賞中の 30 秒毎の瞬時心拍数の平均値と 30 秒毎の 3軸合成
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身体加速度の平均値の時間推移例を示す。また、2つのプログラムを鑑賞する前にプログラム全体

と各作品の期待度を、各プログラムの終了後にはプログラム全体と各作品の満足度と期待に対し

ての評価を質問紙によって調査した。 

 

③調査の結果 

計測した瞬時心拍数データを数値解析し、フィルムごとに心拍変動指標値を導出した。心拍変

動は自律神経系の活動状態（興奮－リラックスの度合い）の指標としてストレス評価等に活用さ

れている。心拍変動に対してフーリエ変換を適用して周波数スペクトルを計算した。その周波数

スペクトルの低周波（LF：0.04-0.15 Hz）帯域のパワー値と高周波（HF：0.15-0.4 Hz）帯域のパ

ワー値の比である LF/HF は自律神経系活動のバランス指標として用いられる。副交感神経系活動

に対する交感神経系活動度が高い場合、LF/HF は高い値を示す。本研究では周波数解析指標 LF/HF

と時間領域指標である平均心拍数 meanHR を計算した。 

鑑賞中の心拍変動とフィルムの満足度との関連を明らかにするために、心拍変動指標値（meanHR

と LF/HF）と各フィルムの満足度との相関関係を検討した。なお、相関係数の算出の際には、個人

差の影響を軽減するために、各フィルムの満足度の得点および各心拍変動指標値をそれぞれ標準

化した値（z-score）を用いた。 

被験者全体について相関係数を求めたところ（表 2.1.2-1）、満足度と平均心拍数との間に有意

な相関係数が得られたが低い値であった（r=-0.13、 p<0.05）。したがって、被験者全体では、満

足度と各心拍変動指標との間に明らかな相関性は得られなかった。次に、鑑賞スタイル（固定型 4

名／ニュートラル型 4 名／臨機応変型 7 名）別に相関係数を求めた（表 2.1.2-1）。しかし、いず

れのスタイルにおいても満足度と各心拍変動指標との間に有意な相関性は認められなかった。 

以上の結果から、短編映画祭において生体信号を計測し解析することによって鑑賞スタイルご

とにフィルムの満足度を推定評価するためには、自律神経系の生理指標では不十分であることが

示された。 

 

表2.1.2-1 被験者全体および各鑑賞スタイル別の各フィルムの満足度と鑑賞中の心拍変動指標値

との相関係数 

全体 固定型 ニュートラル型 臨機応変型

時間領域解析 meanHR -0.13 * -0.20 -0.19 -0.04 

周波数解析 LF/HF  0.06    0.01  0.00  0.13 

*p<0.05.

心拍変動指標

 

 

図 2.1.2-8 に示す通り、幸福感や満足感は中枢神経系における高次機能にあたり、興奮やリラ

ックスは自律神経系における交感神経と副交感神経のバランスに対応した状態のことである。プ

ロ野球の観客では心拍反応量から幸福感を評価できる可能性が示唆されているが（参考文献

2.1.2.2-2、 2.1.2.2-3）、これはプロ野球観戦では幸福感を感じることと興奮を得ることとが近

い関係にあることによるものと考えられる。これに対し、短編映画祭において多種多様なフィル

ムで構成されるプログラムを楽しむには、フィルムごとに見方や期待するものを調整して見るこ

とが必要となり、 必ずしも満足度≒興奮あるいは満足度≒リラックスというシンプルな関係が成

立しない。したがって、短編映画祭のフィルムの満足度を推定評価するには、自律神経系だけで

なく中枢神経系の指標も併せて計測することが必要と考えられる。 

 


